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回旧目補
◎指示があるまで開いてはいけません。

注意事項

１試験問題の数は60問で、１０時から１２時30分までの150分以内で解答するこ

と。

２解答方法は次のとおりである。

（１）各問題の選択肢の中から答えを１つ選び、次の例にならって答案用紙に記入

すること。なお、２つ以上解答すると誤りになるから注意すること。

（例）問300次の物質中、常温かつ常圧下で液体のものはどれか。

１塩化ナトリウム２プロパン３ナフタレン

４エタノール５炭酸カルシウム

正しい答えは｢４｣であるから答案用紙の

問300とららとららとらららのうち＆を塗りつぶして

問300とららとららとろとろとすればよい。

(2)正答は○の中全体をＨＢの鉛筆で濃く塗りつぶすこと。塗りつぶしが薄い

場合は、解答したことにならないから注意すること。

悪い解答の例 ⑪⑰図②①ｅ⑪ (採点されない｡）

(3)答えを修正した場合は、必ず｢消しゴム｣であとが残らないように完全に消す

二と｡鉛筆のあとが残ったり.画のような讃し方などをした場合は修
正または解答したことにならないから注意すること。

(4)解答用紙は折り曲げたり、よごしたりしないよう、特に注意すること。

３設問中の科学用語そのものやその外国語表示(化合物名、人名、学名など)には

誤りはないものとして解答すること。ただし、股間が科学用語そのもの又は外国

語の意味の正誤の判断を求めている場合を除く。

４問題の内容については、質問しないこと。
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基礎薬学

問１次の櫛造は、医薬品に含まれる基本骨格である。その構造と名称の正しい組合

せはどれか。

ａ ｂ Ｃ ． ｅ

◎ｏＣＣｒｏも㈱○〔i》○ ○

ａ ｂ Ｃ ． ｅ

１ プリン ピリジン クマリン β-ラクトン キノリン

２ ピ ノミジン ピリジン クマリン β一ラクタム インドール

' ３ プ ｊン ピラジン クロモン β-ラクタム キノリン

４ プ jン ピラジン クマリン β一ラクトン インドール

５ ピリミジン ピリジン クロモン β-ラクタム キノリン

１ ◇Ｍ１(281-2）



問２日本薬局方医薬品の構造に対する化学名ａ～ｄのうち、

どれか。

正しいものの組合せは

a2-AcetoKybenzoicacid

C〔翼開，
b5-IodoF2'-.eoxyuridine

０

HＯ

ＯＨ

ｃ４戸(2-Aminoethyl)benzene-2-hydroxyphenolmonohydrochloride

ＯＨ

・ＨＣＩ

H2Ｎ ＯＨ

d2-Acetyl員jWWV-trimethylethoxyammoniumchloride

蝿cjio-u蝿i‘ｏｒ
ｌ（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ａ、ｄ）

４（ｂ、Ｃ） ５（ｂ、ｄ） ６（ｃ、ｄ）
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問３混成軌道に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａベンズアルデヒドの炭素原子は、すべてsp2混成軌道をもつ。

ｂアンモニアの窒素原子は、sp2混成軌道をもつ。

ｃアレン(プロパジエン)の中央炭素は、ｓｐ混成軌道をもつ。

。アセトニトリルの窒素原子上の非共有電子対は、sp3混成軌道を占めてい

る。

１（ａ 、 ｂ ） ２ （ ａ 、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問 ４化合物が、括弧内に示す項目の大小関係に関して正しく並んでいるものの組合

せはどれか。

｡？〉…〔i;〕〉？《蕊…書，Ｈ

ｂフェノール＞漉一ニトロフェノール＞’一二トロフェノール（酸性の強さ）

Ｃベンゼン＞エタン＞エチレン＞アセチレン（炭素一炭素結合距離）

ｄ塩化アセチル＞無水酢酸＞酢酸エチル＞アセトアミド

（求核試薬、例えばＯＨ‐に対する反応速度）

１（ａ，ｂ）２（ａ、 ｃ ） ３ （ ａ 、 ｄ ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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Ａ

６日本薬局方医薬品クロラムフェニコールＡ及びその立体異性体Ｂ～Ｄに関する

記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

間

Ｂ

４ ◇Ｍ１(281-5）

ｃＩ

ＴＬｃ１
ＨＯ

ｃｌ

ｆＬｏ
ＨＯ

１
Ｎ

○ ○
０２Ｎ ０２Ｎ

問５金属元素とそれに関連する試薬・反応との対応のうち、正しいものの組合せは

どれか。

金属 元 素 試 薬 ・ 反応

ａＭｇ－グリニャール(Grignard)反応

ｂＳｎ－ザンドマイヤー(Sandmeyer)反応

ｃＡｇ－トレンス(Tollens)試薬

ｄＦｅ－フェーリング(Fehling)試薬

１ （ａ，ｂ）２（ａ、 ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

○
●
渉
限

ＣＤ

ａＡの立体化学はｌＲ、２Ｒである。

ｂＡとＢは互いにエナンチオマーの関係にある。

ｃＡとＤの旋光度は、絶対値が等しく正負の符号は逆である。

。ＢとＣは互いにジアステレオマーの関係にある。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

０２Ｎ ０２Ｎ



問７１，３－シクロペンタジエンＡに関する紀述のうち、正しいものの組合せはどれ

か。

ａＡからプロトンがとれると６ｺr電子系となり芳香族性を示す。

ｂＡ(1ｍｏｌ)をエーテル中、ＤＢI･(１mol)で処理すると付加物ＢとＣが主に得ら

れる。

ｃＡとマレイン酸ジメチル(cjS-2-ブテンニ酸ジメチル)のデイールスーアル

ダー(DielsFAlder)反応は加熱により進行し、主としてエンド付加物Ｄが得ら

れる。

ｄ有機反応の溶媒として使用されるテトラヒドロフラン(rHF)は、Ａのメチ

レン部分を酸素原子で置き換えた化合物Ｅである。

◎ 廿 廿 ゐ ①。、
／

一
一

３

Ａ Ｃ

２（ａ、ｃ）

５（ｂ，ｄ）

Ｅ，Ｂ

３（ａ、ｄ）

６（ｃ、ｄ）

１（ａ、ｂ）

４（ｂ、ｃ）

問８反応ａ～ｄのうち、新しい炭素一炭素結合が生成する反応として、正しいもの

の組合せはどれか。

ａアルドール反応

ｂクライゼン(C1aisen)転位

ｃベックマン(Beckmann)転位

。ハロホルム反応

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問９シクロヘキセンの反応に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ四酸化オスミウムと反応させた後、硫化水素で処理すると、メソ化合物が得

られる。

ｂ漉一クロロ過安息香酸で処理すると、ラセミ化合物が得られる。

ｃジボランと反応させた後、アルカリ性過酸化水素で処理すると、第３級アル

コールが得られる。

ｄオゾンと反応させた後、亜鉛で処理すると、アルデヒドが得られる。

ｅ臭化水素と反応させると、ジブロモ化合物が得られる。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｅ）６（ｄ，ｅ）

問１０芳香族化合物に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａアニリンは、ヘテロ環化合物である。

ｂアセトアニリドへの求電子的ニトロ化反応は、メタ位に比べ、オルト位及び

バラ位に優先して起こる。

ｃピロールヘの求電子的ニトロ化反応は、ベンゼンへの求電子的ニトロ化反応

より起こりにくい。

。ピリジンは、ベンゼンに比べて環の電子密度が減少している。

１ （ａ、ｂ）２（ａ， ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）
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て開発された合成医薬品である。

イ

４

へ
Ｉ
〆

〆
へ

Ｏ

○戸L･”
／へ

｜｜
へ一

Ｈ３

間１１オセルタミビルリン酸塩Ａに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれ

か。

ａＡに存在する２つの窒素原子の塩基性の強さはア＜イである。

ｂＡに存在する３つのキラル中心の立体化学はすべてＲである。

ＣＡの基本骨格ＢのIUPAC名はcyclohexenoicacidである。

。Ａはシアル酸の一種であるⅣ一アセチルノイラミン酸の構造を手がかりとし

３（ａ，ｄ）

６（ｃ，ｄ）

ＢＡ

２（ａ、ｃ）

５（ｂ、ｄ）

１（ａ、ｂ）

４（ｂ，ｃ）
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○

問1２

･
、
Ⅲ
Ⅱ
〆

〆
へ

日本薬局方医薬品サラゾスルファピリジンの確認試験に関する記述のうち、正

しいものの組合せはどれか。

本品0.19を希水酸化ナトリウム試液20ｍＬに溶かした液は赤褐色を呈し、こ

れに亜ジチオン酸ナトリウム０．５９を振り混ぜながら徐々に加えるとき、液の赤

褐色は徐々に退色する。

脈側な::劇”
サラゾスルファピリジン

ａ希水酸化ナトリウム賦液に溶かすと、スルホンアミド結合が加水分解され赤

褐色を呈する。

ｂ亜ジチオン酸ナトリウムによる還元反応で赤褐色が退色する。

ｃこの試験で４－アミノサリチル酸が生成する。

。この試験の反応液は芳香族第１級アミンの定性反応を呈する。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

●
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問１３次の反応式は、日本薬局方医薬品ジフエンヒドラミン塩酸塩の合成法の一部を

示したものである。この合成法とジフエンヒドラミンの構造に関する記述のう

ち、正しいものの組合せはどれか。

伽辿絢＝黒-錘、
ａ反応Ａは、光による臭素の均一結合開裂(均等結合開裂、

開始される。

ｂ反応Ａには、炭素ラジカルの生成が関与する。

ｃ反応Ｂは、塩基性条件下における付加反応である。。

ジフェンヒドラミン

ホモリシス)により

ｄジフェンヒドラミンは、エステル結合をもつ。

１（ａ 、 ｂ ） ２ （ ａ 、 ｃ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）

３（ａ、ｄ）

６（ｃ、ｄ）
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間１４パルミトイルオレオイルホスファチジルコリンの化学構造に関する記述のう

ち、正しいものの組合せはどれか。

Ｏ
ＩＩ

ＯＰＨ２０Ｃ(CH2)14CH3
ｌ１

Ｈ３Ｃ(CH2)7ＨＣ＝ＣＨ(CH2)7CO~~C－Ｈ－
Ｉｏ ＋

CH20『O(CH2)2N(CH3)３
０

パルミトイルオレオイルホスファチジルコリン

ａリン酸ジエステル結合が存在する。

ｂ第３級アミンが存在する。

ｃ疎水性構造と親水性構造の両方が存在する。

。エステルのカルボン酸部分をオレイン酸からパルミチン酸に置き換えると、

不斉中心はなくなる。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

問１５糖質に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ水溶液中のＤ－グルコースの環状構造は、アルデヒド基に対するヒドロキシ

基の分子内求電子付加反応によるへミアセタール形成に基づく。

ｂ水溶液中のＤ－グルコースの環状構造は、鎖状構造を経て、α~アノマーと

β一アノマーの間で相互変換する。

ｃＤ－グルコースとＬ－グルコースでは、５位の立体化学のみが異なる。

ｄＤ－グルコースの水溶液は変旋光を示す。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

－ １ ０ － ◇Ｍ１(281-11）



問１６双極子モーメントに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ二酸化炭素は、無極性分子である。

ｂ二酸化硫黄は、極性分子である。

Ｃｌ,2-ジクロロベンゼンの双極子モーメントは、ゼロである。

。ヨウ化水素の双極子モーメントは、塩化水素の双極子モーメントより大き

間1７

い。

１（ａ、ｂ）

４（ｂ、ｃ）

２（ａ、ｃ）

５（ｂ、ｄ）

３（ａ、ｄ）

６（ｃ，ｄ）

粘度に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ動粘度の単位は、パスカル秒(鹿｡s)である。

ｂ純液体の粘度は、温度が高くなると増大する。

ｃ粘度(ﾜ)、ずり応力(Ｆ/S)、ずり速度(Ｄ)が、Ｆ/ｓ＝りりの関係にある液体

をニュートン液体という。

ｄ回転粘度計は、ニュートン流体及び非ニュートン流体の粘度の測定に用いら

れる。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

１１ ◇Ｍ１(281-12）



ｄ
｜
誤
一
誤
一
正
｜
正
一
誤

問1８

なお、この反応の酸化還元電位(Ｅ)は、

Ｅ=go+Uo59log+豊器
で示され、Fe3＋＋ｅ－－Ｆｅ２＋及びＣｅ４．＋ｅ‐＝Ｃｅ3＋の標準酸化還元

電位(ＥＣ)は、それぞれ0.78Ｖ及び1.72Ｖである。

ａＥＯは、［酸化体］：〔還元体]＝１：ｌのときの電位である。

ｂＦｅ２＋とＣｅ4＋の混合溶液では、反応は右に進む。

ｃＦｅ２＋をＣｅ4＋で滴定すると、当量点における電位は1.25Ｖである。

ｄＦｅ２＋とＣｅ4＋の混合溶液では、Ｃｅ4＋が還元剤として働き、Fe2＋が酸化剤

として働く。

Ｃｂ
一
正
一
正
一
誤
一
正
一
誤

次の酸化還元平衡式に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。

Fe2十十Ｃｅ4十一Fe3＋＋Ｃｅ3十

ａ

篭
正
一
正
一
誤
一
正
一
誤
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問１９純水中及び4.0×１０~3mol/LK2CrO4水溶液中におけるクロム酸銀

Ａ薯2ｃｍO‘の溶解度は.それぞれ「冒司､Cl/L及び「芯可､Cl/Lであ
る。ただし､Ag2CrO4の溶解度積は4.0×10~'2(mCl/L)3,価＝3.2である。

同に入れるべき数値の正しい組合せはどれか。
ａ ｂ

１ 2.0×１０
－６

１．６×１０
－５

２ 2.0×１０
－６

3.2×1０
一s

３ 1.0×1０
－４

1.6×１０
－５

４ 1.0×１０
－４

3.2×１０
－５

５ 2.0×1０
－４

１．６×１０
－５

６ 2.0×１０
－４ 3.2×１０

－５

問２０水の相転移に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ三重点での自由度は、ｌである。

ｂ水と氷が平衡状態にある系に圧力をかけると、氷が融解する。

ｃ過冷却の状態にある水が同温度の氷へ相転移するとき、化学ポテンシャルは

増大する。

ｄ沸点で水が気化するとき、水１mol当たりのエントロピーは増大する。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

1３－ ◇Ｍ１(281-14）



問2１ 活量及びイオン強度に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ理想溶液では、活量係数はｌである。

ｂＮａ+、Ｃｌ‐の活量係数をそれぞれγ+、γ‐とすると、NaC1の平均活量係数

γ土は､γ±＝ｲｦ〒7盲で表される。

ｃ１．０×１０－６mol/LCaCl2水溶液のイオン強度は、１．０×１０－６mol/Ｌであ

る。

。溶液中ではイオン間に相互作用が働くため、イオン強度が増大すると、平均

活量係数はｌより大きくなる。

１（ａ、ｂ）

４（ｂ、ｃ）

２（ａ、ｃ）

５（ｂ，ｄ）

1４－

３（ａ、ｄ）

６（ｃ、ｄ）

◇Ｍ１(281-15）



鳶

(謝ルーＡｅｘｐ

で表される。ここで、Ａは頻度因子、Ｒは気体定数である。

ｂＥｂは、正反応の活性化エネルギーである。

ｃ正反応は、吸熱反応である。

。正反応の速度定数は、逆反応の速度定数より大きい。

●｡‐一一●■ーウー

１５－

ｄ
｜
誤
一
正
一
正
一
誤
一
誤

ｂ
一
正
一
誤
一
正
一
誤
一
誤

ａ Ｃ

誤
一
正
一
娯
一
正
一
正

間２２図は可逆反応のポテンシャルエネルギー曲面である。ただし、Ｅａ及びＥｂは活

性化エネルギーである。次の記述の正誤について、正しい組合せはどれか。

ａ正反応の速度定数Ａと絶対温度Ｔの関係は、

反応座標

◇Ｍ１(281-16）
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丸

国h､亡国h及び国hである。
［二コに入れるべき数値の正しい組合せはどれか。

2．５

.一一i……一lL--j-…

、､｜｜Ｉ
１０

悪５
５

Ｚ
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問２３化合物Ａ、Ｂ及びＣの分解過程はみかけ上、０次反応、１次反応、又は２次

反応のいずれかで起こっている。図は３つの化合物の初濃度が１０ｍｇ/ｍＬのと

きの、化合物濃度の経時変化を示しており、いずれの場合も半減期は４ｈであっ

た。この初濃度を20ｍｇ/ｍＬに変えたとき、Ａ、Ｂ及びＣの半減期は、それぞれ

…--------.-=i＝一一__ミヨ譜｡………__．..___j___________‐

２ ４

時間（h）

０
６
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ａ ｂ Ｃ

１ ２ ４ ２

２ ２ ８ ８

３ ２ ４ ８

４ ８ ８ ８

５ ８ ４ ２

６ ８ ２ ２



間２４放射線に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａα壊変は、原子核からへリウム原子核が放出される壊変で、一般に、ウラン

やラジウムなどの質量数の大きな原子核で起こる。

ｂｌベクレル(Bq)は、１分間当たりの崩壊数が１個であるときの放射能の鼠

である。

ｃ放射線による蛍光現象を利用する検出器として、シンチレーション検出器が

ある。

。一般に、γ線の波長は、Ｘ線の波長よりも長い。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、 ｄ）６（ｃ，ｄ）

問２５蛍光光度法に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ光源として、キセノンランブ、アルカリハライドランブ、レーザーなどが用

いられる。

ｂ蛍光強度は、希薄溶液では、溶液中の蛍光物質の濃度、量子収率、モル吸光

係数に比例する。

ｃ蛍光強度は、溶媒の種類、溶液のＰＨ、温度に影響されない。

。励起スペクトルは、蛍光分光光度計の励起波長を適当な波長に固定してお

き可蛍光波長を変化させて試料溶液の蛍光強度を測定することによって得られ

る。

１ （ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

１７ ◇Ｍ１(281-18）



20は移動相のカラム通過時間、〃0.5hはピーク高さの中点における

Ｌはカラムの長さである。

ｂ）２（ａ、ｃ） ３ （ ａ 、 ｄ ）

ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

Ａ＝典‐二ｌＬ
ｔ０

(7歳)，Ⅳ＝５．５４×

Ｌ
ｌ
Ｎ

ｌ
－Ｈ

問２６カラムクロマトグラフィーのパラメータａ～ｄのうち、カラムの長さに影響さ

れるものの組合せはどれか。

ａ保持時間(rR）

ｂ質量分布比(ん）

ｃ理論段数(Ⅳ）

ｄ理論段高さ(Ｈ）

上記のパラメータは次のように定義される。

ただし、

ピーク幅、

１（ａ、

４（ｂ、

問２７陽イオン交換クロマトグラフィーに関する記述のうち、正しいものの組合せは

どれか。

ａ移動相のイオン強度を徐々に上昇させることにより、保持された物質が溶出

される。

ｂ金属イオンの分離では、原子番号の小さい金属のイオンから順に溶出され

る。

ｃ塩基性タンパク質の分離では、等電点の低いタンパク質から順に溶出され

る。

。アミノ酸分析計では、分錘されたアミノ酸はニンヒドリンで誘導体化され、

蛍光検出される。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

，４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

１８－ ◇Ｍ１(281-19）



間２８電気泳動法に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

aSDSFポリアクリルアミドケル電気泳動では、一般に、タンパク質はそのア

ミノ酸残基の数に比例したＳＤＳ分子が結合した状態で泳動される。

ｂアガロースゲル電気泳動でＤＮＡが分子サイズによって分離できるのは、

ＤＮＡごとに単位電荷当りの質量が異なるからである。

Ｃ溶融シリカ(fusedsilica)製の毛細管にｐＨ7.0の電解質溶液を満たしてキヤ

ピラリー電気泳動を行うと、陽極から陰極に向かう電気浸透流が発生する。

。キヤビラリー電気泳動では、電気的に中性の物質を分離することはできな

い。

１（ａ，ｂ）２（ａ、 ｃ ） ３ （ ａ 、 ｄ ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問２９低分子量の薬物の分析を行う際の試料の前処理法に関する記述のうち、正しい

ものの組合せはどれか。

ａ溶媒抽出では、アセトニトリルやメタノールなどの水と混合しやすい有機溶

媒を用いる。

ｂ酸性または塩基性化合物を有機溶媒に抽出する場合は、試料溶液のｐＨを調

整して分子種を解離形(イオン形)にすると抽出率が高くなる。
台上うざつ

ｃ固相抽出では、目的物質をいったん固相に保持させ、固相を洗浄し爽雑物

質を除去した後に、目的物質を溶出する。

。固相抽出では、逆相分配型、順相分配型、吸着型、イオン交換型などの固相

が用いられる。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ，ｄ）

１９－ ◇Ｍ１(281-20）



2~bromobu垣正

問3０

お、積分曲線も併せて示してある。

ア
イ
ウ

Ａ

Ｂ

１．２－dibromobutane

l,３－dibromobutane

l,４－dibromobutane

次の図Ａ及びＢは．アーエに示したいずれかの化合物のｌＨ－ＮＭＲスペクトル

(400ＭＨｚ、ＣＤｑ３)である。スペクトルと化合物の正しい組合せはどれか。な

◇Ｍ１(281-21）
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加/Ｚ

ａ加/之180の分子イオンピークは、フラグメンテーションの起こっていないカ

チオンラジカルのピークである。

ｂすべての化合物において分子イオンピークが必ず観測される。

ｃ分子イオンは奇数個の電子を持ち、中性分子(またはラジカル)を脱離して、

いくつかのフラグメントイオンを生成する。

ｄ加/zl20の最も強度の高いピークは基準ピークであり、Ａに帰属される。

ｅ加/Z43のフラグメントイオンピークは、［(CH3)2CH]＋に帰属される。

＋●１
－
１
１
１
１
１
Ｊ

Ｃ
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誤
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正
一
誤

問３１日本薬局方医薬品アスピリンの質量スペクトル(EI-MS)に関する記述の正誤

について、正しい組合せはどれか。

龍
Ｃ ｅ

誤
一
正
一
誤
一
正
一
正

－２１

正
一
誤
一
正
一
誤
一
正
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問３２日本薬局方医薬品フェノール(C6H60：94.11)の定量法に関する記述のうち、

正しいものの組合せはどれか。

本品約１．５９を精密に量り、水に溶かし正確にlOOOmLとし、この液25ｍＬ

を正確に盤り、ヨウ素瓶に入れ、正確に0.05ｍｏｌ/Ｌ臭素液30ｍＬを加え、更に

塩酸５ｍＬを加え、直ちに密栓して30分間しばしば振り混ぜ、１５分間放置す

る。次にヨウ化カリウム賦液７ｍＬを加え、直ちに密栓してよく振り混ぜ、クロ

ロホルムｌｍＬを加え、密栓して激しく振り混ぜ．遊離したヨウ素を０．１ｍ０１/Ｌ

チオ硫酸ナトリウム液で滴定する。

ａここで｢約１．５９｣とは、１．５９の±１０％の範囲をいう。

ｂフェノールは臭素と反応し、２，６－ジブロモフエノールを生成する。

ｃこの滴定は、指示薬を必要としない。

ｄ０．０５mol/Ｌ臭素液ｌｍＬは、フェノールの1.569ｍｇに相当する。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ， ｄ）６（ｃ，ｄ）

問３３医薬品Ｘ(分子量：500)１０．０ｍｇをメタノールに溶かして正確に50ｍＬとす

る。この溶液ｌＯｍＬを正確に量り、メタノールを加えて正確にｌＯＯｍＬとする。

この溶液につき厨長１ｃｍで波長360,ｍにおける吸光度を測定する。このとき

得られる吸光度の値は国であり､Ｘの360,mにおけるﾓﾙ吸光係数
（唇)は国である｡ただし､Ｘの360nmにおける比吸光度鴫は250で
ある。

Ｆ１に入れるべき数値の正しい組合せはどれか。
ａ ｂ

１ ０．０５０ 1250

２ ０．０５０ 12500

３ ０．２５０ 1250

４ 0.250 12500

５ 0.500 1250

６ ０．５００ 12500

－２２－ ◇Ｍ１(281-23）



ａ

分光学的測定法に関する記述の正誤について、正しい組合せはどれか。

ａ赤外吸収スペクトルは、一般に、波数4000ｃｍ－１～400ｃｍ－１の範囲で測定

され、その波長は2.5解、～25座ｍに対応する。

ｂ有機化合物のヒドロキシ基の伸縮振動による赤外線吸収帯は、水素結合する

と高波数側にシフトする。

ｃレトリプトファンの紫外吸収スペクトルは、インドール環｡電子の基底状態

から励起状態への電子遷移を観測している。

。原子吸光光度法で測定する原子スペクトルは、輝線スペクトルである。

ｅレトリプトファン(分子量:204.23、比旋光度[α]Ｗ:-30.0｡～-33.0｡）

0.259を正確に還り、水20ｍＬを加え加温して溶かし、冷後水を加えて正確

に２５ｍＬとし、層長100ｍｍのセルを用いて測定すると、旗光度は-0.30｡～

－０．３３°になる。

＃
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｜
正
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誤
一
正
一
正
一
誤

誤
正
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正
誤

誤
正
正
正
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日本薬局方に収載されている生薬に関する記述について、該当する生薬名の正

しい組合せはどれか。

問3６

ウオウゴン

カケツメイシ

ａマメ科植物エビスグサの種子由来の生薬である。

ｂクロウメモドキ科植物ナツメの果実由来の生薬で

ある。

ｃユリ科植物ハナスゲの根茎由来の生薬である。

ｄシソ科植物コガネパナの根由来の生薬である。

ａｂｃｄ

アイウオ

オカエク

アクキウ

カイエウ

カクキオ

問３５Ｘ線造影法に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａＸ線の振動数は、可視光の振動数よりも大きい。

ｂＸ線造影法では、反射波を硯測している。

ｃＸ線は、フィルムに塗布した写真乳剤に潜像を形成させる。

ｄＸ線吸収度は、脂肪＞水＞骨の順に低くなる。

１ （ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

アセンナ

エチモ

キ バ クモンドウ

イ タ イ ソウ

オシナカ

クゴシュユ

－２４－ ◇Ｍ１(281-25）



間３７生薬及び漢方処方の使用にあたっての注意に関する記述の正誤について、正し

い組合せはどれか。

ａ小柴胡湯の投与により間質性肺炎が起こることが

あり、発熱，咳歎、呼吸困難などが現れた場合には

本剤の服用を中止する。

ｂブシは、八味地黄丸や真武湯などに配合されてい

るが、アトロピンなどのアルカロイドを含有してお

り、過量で不眠、発疹、掻岸などの副作用が現れる

ａ ｂ ｃ 。

鐸
ことがある。

ｃマオウは、種々の漢方処方に配合されているが、エフェドリンなどのアルカ

ロイドが含有されており、キサンチン系製剤などとの併用で不眠、発汗過多、

動惇、神経興奮などが現れやすくなる。

ｄカンゾウは、繁用漢方処方にしばしば配合されているため、重複投与によっ

て偽アルドステロン症やミオパシーが起こることがある。

間３８天然物由来の医薬品に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ回虫駆除薬として用いられるサントニンは、キクカに含まれるジテルペンで

ある。

ｂ強心薬として用いられるラナトシドＣは”ケジギタリスに含まれるステロ

イド配糖体である。

ｃ鎮咳薬として用いられるノスカピンは、アヘンに含まれるイソキノリン系ア

ルカロイドである。

。抗高血圧薬として用いられるレセルピンは、ロートコンに含まれるトロパン

系アルカロイドである。

１ （ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

－２５－ ◇Ｍ１(281-26）



問39ﾍパﾘﾝに関する記述の「一1の中に入れるべき語句の正しい組合せはど
れか。

ﾍバﾘﾝは､､-グﾙｺｻﾐﾝ.「厨司及びL-ｲズﾛﾝ酸からなる多糖で
あり、届司を多く含む｡ﾏｽﾄ細胞(肥満細胞)などで合成され､血液凝固
「冒司活性を有する。

ａ ｂ Ｃ

１ D-グルクロン酸 硫酸基 阻害

２ D一グルクロン酸 硫酸基 促進

３ Ｄ－グルクロン酸 リン酸基 阻害

４ Ｄ－ガラクツロン酸 硫酸基 促進

５ Ｄ－ガラクツロン酸 リン酸基 阻害

６ D-ガラクツロン酸 リン酸基 促進

間４０酵素及び酵素反応に関する妃述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ酵素は、反応の進行に必要な活性化エネルギーを低下させる。

ｂ多くのリソソーム酵素は、弱酸性条件下で酵素活性が高い。

ｃリン酸化により活性が鯛節される酵素は、リン酸化体がすべて活性型であ

る。

。反応速度はぜ競合阻害薬の漫度が一定の場合、基質濃度を高くしても変化し

ない。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

－２６ ◇Ｍ１(281-27）



問４１上卜でのグリコーゲン代謝に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれ

か。

ａグリコーゲンにグリコーゲンホスホリラーゼが作用すると、グルコース１－

リン酸が生成する。

ｂグリコーゲンホスホリラーゼの活性は、プロテインキナーゼＣが触媒する

リン酸化により調節される。

ｃグリコーゲンの多糖鎖の伸長には、UDPLD-グルコースが用いられる。

。グルカゴンは、肝戯でのグリコーゲン合成を促進する。

１（ ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問4２ 生体エネルギーに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ解糖系の中間代謝物であるホスホエノールピルピン酸は、分子内に高エネル

ギーリン酸結合を有する。

ｂクレアチンキナーゼは、クレアチンリン酸(ホスホクレアチン)のリン酸基が

ＡＤＰに転移する反応を触媒する。

ｃミトコンドリアの電子伝達系(呼吸鎖)を構成する複合体Ｉ～Ⅳは、マトリッ

クスに存在する。

ｄ原核細胞では、ミトコンドリアがないため酸化的リン酸化は起こらない。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、 ｄ）、６（ｃ、ｄ）

－２７－ ◇Ｍ１(281-翌8）



問４３核酸の構造と性質に関する紀述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａＤＮＡには2-デオキシリボースが、ＲＮＡにはリボースが含まれる。

ｂＤＮＡ及びＲＮＡを構成する塩基のうち、アデニン、グアニン、シトシンは

ＤＮＡとＲＮＡの両者に共通であり、残りの１種類はＤＮＡではウラシル、

ＲＮＡではチミンである。

ｃＤＮＡの熱変性は、分子内ホスホジエステル結合の加水分解による。

。細菌内に存在するプラスミドは、環状構造をしたＤＮＡである。

１（ａ 、 ｂ ） ２ （ ａ 、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ ）５ （ｂ 、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問“ ヒトの各種組織に関する紀述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ神経組織の軸索において、微小管に沿った順行性輸送には、モータータンパ

ク質のダイニンが関わっている。

ｂ上皮細胞間の接蒜装腫として、密着(閉鎖)結合、接着結合、デスモソーム

（接蒲斑)、ギャップ結合がある。

ｃコラーゲンは、支持(結合)組織の主要な成分である。

。筋組織を構成する細胞の中間径フィラメントは、ケラチンからなる。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問４５上卜の骨組織に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａヒドロキシアパタイトは、骨基質中の代表的な無機質である。

ｂｌ型コラーゲンは、骨基質中の主要なタンパク質である。

ｃくる病と骨軟化症は、ビタミンＤ欠乏が要因となる。

。骨芽細胞は、造血幹細胞から分化し、骨基質成分を合成する。

ｅ破骨細胞は、骨基質を溶解し、その機能冗進は大理石骨病の原因となる。

１（ａ、ｂ、ｃ）２（ａ、ｂ、ｄ）３（ａ、ｃ、ｅ）

４（ｂ、ｃ，ｄ）５（ｂ、ｄ、ｅ）６（ｃ、ｄ，ｅ）

問4６ ヒトの免疫組織に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ骨髄には、全ての血液細胞の起源となる造血幹細胞が存在する。

ｂ未成熟Ｔ細胞の多くは、胸腺においてネクローシスにより死滅する。

ｃ牌臓は、古くなったリンパ球の破壊のほか、二次リンパ器官(免疫反応の場）

としての役割を有する。

ｄリンパ節には、血液からリンパ球が入るための高内皮細静脈が存在する。

ｅバイエル板のＭ細胞は、血液中の抗原を取り込み、抗原提示を行う。

１（ａ、ｂ、ｃ）２（ａ、ｂ、ｄ）３（ａ、ｃ，ｄ）

４（ａ、ｃ、ｅ）５（ｂ、ｃ、 ｅ ） ６ （ ｂ 、 ｄ 、 ｅ ）
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正しい組合せはどれか。問4７ヒトの甲状腺に関する記述の正誤について、正しい

ａ漉胞腔のコロイドには、チログロブリンが含まれ

る。

ｂヨウ素は、甲状腺ぺルオキシダーゼにより酸化さ

れた後、滝胞腔へ輸送される。

ｃモノヨードチロシンとジヨードチロシンは、チロ

グロプリンのチロシン残基がヨウ素化されて生成す

る。

ｄトリヨードチロニンは２分子のジヨードチロシンから、チロキシンはモノ

ヨードチロシンとジヨードチロシンから生成される。

問４８呼吸器の機能に関する紀述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ気道には気道横紋筋があり、気道径はこの筋の収縮により変動する。

ｂ気管や気管支の壁の粘液の大部分は、唾液由来である。

ｃ外呼吸を担う組織である肺では、酸素と二酸化炭素のガス交換が行われてい

る。

。肺胞には貧食作用の強い肺胞マクロファージが存在し、細菌や異物の処理を

行っている。

ｅ気道の粘膜上皮にある線毛は、異物を輸送し気道外へ排出している。

１ （ ａ、ｂ、ｃ）２（ａ、ｂ、 ｅ ） ３ （ ａ 、 ｃ 、 ｄ ）

４（ｂ，ｃ、ｅ）５（ｂ、ｄ、ｅ）６（ｃ、ｄ、ｅ）
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正しいものの組合せはどれか。

細胞表面の糖タン

問４９インフルエンザウイルスに関する記述のうち、正しいものの組合

ａピコルナウイルス科に属する。

ｂ抗原性により、３種類(Ａ型、Ｂ型、Ｃ型)に分類される。

ｃ分節したＤＮＡを遺伝子としてもつ。

。ウイルスのエンベロープに存在するノイラミニダーゼは、細胞

パク質からシアル酸残基を除去する。

１（ ａ、ｂ）２（ａ、ｃ ） ３ （ ａ 、 ｄ ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問５０真菌と原虫に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ真菌と原虫は、原核生物に属する。

ｂ真菌の栄養要求性は、従属栄養型である。

ｃアスペルギルス症は、真菌感染によって引き起こされる。

。アメーバ赤痢は、トリパノソーマ感染により発症する。

１ （ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

間5１ 真核細胞の転写に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ｔＲＮＡは、ＲＮＡポリメラーゼＩにより転写される。

アンドロゲン受容体は、転写制御因子として機能する。

ｍＲＮＡの3'端にはpoly(U)が付加される。

Smallnuclearribonuclearprotein（snRNP)は、ｍＲＮＡのスブラ．

ａ［ＫＮＡ Ｉ迅、ＫＮａ不リメフーー区１０－．ミリ鼎顕尋己可ＬＣｏ

ｂアンドロゲン受容体は、転写制御因子として機能する。

ｃｍＲＮＡの3'端にはpoly(U)が付加される。

dSmallnuclearribonuclearpmtein（snRNP)は、ｍＲＮＡのスブライシング反

応に関与する。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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問５２ＤＮＡと染色体の櫛造に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａＢ型ＤＮＡは、右巻き二重らせん構造である。

ｂＢ型ＤＮＡは、１回転あたり２１塩基対である。

ｃセントロメアＤＮＡは、サテライトＤＮＡの１つである。

。ユークロマチンは､へテロクロマチンより凝集度が高い。

１（ａ，ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

間５３通伝子に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａゲノム解析から、ヒト細胞１個に含まれる遺伝子の数は約300.000個である

ことが明らかとなった。

ｂゲノムの塩基配列は、個体によって異なる部分がある。

ｃサザンブロヅト法により、特定の遺伝子の存在を知ることができる。

。大腸菌のプラスミドにクローン化された遺伝子は、動物細胞の中では発現す

ることができない。

１（ａ 、 ｂ ） ２ （ ａ 、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、 ｃ） ５（ ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問５４翻駅・転写に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ真核細胞のrRNAは、核小体で合成される。

ｂｔＲＮＡはアミノ酸と結合し、ｍＲＮＡ上のアンチコドンに結合する。

ｃ核内のタンパク質は、核内で翻訳される。

。膜結合リボソームでは、分泌タンパク質が作られる。

１（ａ、ｂ）２（ａ，ｃ）３（ａ，ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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間５５細胞内カルシウムに関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａカルシウムイオン(Ca2+)濃度は、静止時の細胞内では１０－８～10-7mol/Ｌに

維持されており、細胞外では約０．３，mol/Ｌである。

ｂ膜電位依存性Ｃａ2＋チャネルは、７回膜貫通型タンパク質である。

ｃ臨床で広く使用されるＣａ2．チャネル遮断薬は、Ｌ型の膜電位依存性Ｃａ2＋

チャネルを抑制する。

。リアノジン受容体は、小胞体膜で四通体を形成し、Ｃａ2＋放出チャネルを形

成している。

１（ａ、ｂ）２（ａ、 ｃ ） ３ （ ａ 、 ｄ ）

４ （ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）

問５６神経伝達物質に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａｊＶ－メチル-,-アスパラギン酸(NMDA)型受容体は、イオノトロビック型の

グルタミン酸受容体の一種である。

ｂグリシンは、脊髄や網膜に存在する興葱性伝達物質である。

ｃγ一アミノ酪酸(GABA)は、Ｌ一グルタミン酸の脱炭酸によって生合成され、放

出後神経終末およびグリア細胞に取り込まれる。

ｄＧＡＢＡがＧＡＢＡ受容体と結合すると、膜の塩化物イオン(Cl-)の透過性が

減少し、神経興奮が抑制される。

１（ ａ， ｂ） ２（ ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ，ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）
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Ｃ

問５７ホルモンとその産生部位との対応の正誤について、

ホルモン窪牛部位

ａゴナドトロピン－副腎髄質

ｂ オ キシトシンー下垂体後葉

ｃプロラクチンー下垂体後葉

ｄ バ ソプレシンー下垂体後葉 ＃
ｂ
一
誤
一
正
一
正
一
誤
一
正

ｄ
一
正
一
正
一
娯
一
誤
一
正

ａ

正しい組合せはどれか。

正
一
誤
一
正
一
正
一
誤

感染症と免疫応答に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ細菌表面にオプソニンが結合すると、マクロフアージや好中球による貧食が

促進される。

ｂアナフィラトキシンは、マスト細胞(肥満細胞)や好中球の脱穎粒を誘導し、

炎症性化学伝達物質を遊離させる。

ｃ細菌侵入の局所に最初に集積する細胞は、リンパ球である。

。感染時にマクロファージから産生される主なサイトカインは、インターロイ

キンーｌ(IL-l)と腫癌壊死因子α(TNFα)である。

１（ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４ （ ｂ、ｃ）５（ｂ，ｄ）６（ｃ、ｄ）

問5８
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問５９免疫グロブリン分子に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａ免疫グロブリン分子と抗原との間には、ファンデルヮールスカや疎水性結合

などの分子間引力が働く。

ｂ免疫グロブリン分子可変領域のアミノ酸配列の多様性は、免疫グロブリン遺

伝子の再構成により生じる。

ｃ免疫グロブリン分子は、２本のＨ鎖と２本のＬ鎖がジスルフイド結合して

おり、還元するとＦａｂ断片とＦｃ断片に分割される。

ｄ免疫グロブリン分子の５種類のクラスは、Ｆａｂ断片の特異性により分類され

る。

１（ａ、ｂ）２（ａ、 ｃ ） ３ （ ａ 、 ｄ ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（Ｃ、ｄ）

問６０免疫に関する記述のうち、正しいものの組合せはどれか。

ａｌ型アレルギー反応におけるエフェクター細胞は、Ｉ型ヘルパーＴ〈Ｔｈｌ）

細胞型サイトカインの影響を受けて増殖・活性化する。

ｂＴｈｌ細胞は、インターロイキンー２(IL-2)やインターフェロンγ(INFγ)を

産生し、細砲性免疫に関与する。

ｃインターロイキンー12(１１戸12)は、ＮＫ細胞を活性化し、INFγを産生させ

る。

ｄｌＮＦγは、Ⅱ型ヘルパーＴ（rh2)細胞からのインターロイキンー４(11戸4)の

牽牛表増強する。

１ （ａ、ｂ）２（ａ、ｃ）３（ａ、ｄ）

４（ｂ、ｃ）５（ｂ、ｄ）６（ｃ、ｄ）
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